
寒川町立小・中学校適正化等基本方針（案）

みなさまのご意見をお待ちしています
寒川町教育委員会では、人口減少・少子化の進行による将来的な児童生徒や学級数が減少す

る学校の小規模化に対応し、充実した教育環境を確保するため、「寒川町立小・中学校適正化
等検討委員会」を設置し、町の学校教育がめざすべき方向性や、学校規模・配置等についての
考え方について、幅広い観点で協議・検討を進めているところです。
つきましては、今後の学校適正化等の在り方についての基本的な考え方をとりまとめた「寒
川町立小・中学校適正化等基本方針」（案）を令和４年２月に作成しました。より良い基本方
針とするため、みなさまのご意見をいただきながら、共に町の教育を進めてまいりたいと考え
ていますのでよろしくお願いします。

近年、人口減少や少子化を背景に、小・中学校において児童生徒数や学級数が減少する学校
の小規模化が進行しています。本町においても、学習環境の基盤となる学校の適正規模・配置
等を考え、教育環境を整備していくことは重要な課題となっています。こうした中、将来を見
据えた公共施設等の在り方を定めた「寒川町公共施設再編計画」が策定され、町税減収と少子
化の進行を念頭に公共施設の統合・複合化を進めることとされました。
小・中学校における義務教育の９年間は、人格を形成する上で大切な時期であることから、

児童生徒が学力だけでなく、コミュニケーション能力や、多様な価値観、社会性、豊かな人間
性などをバランスよく身に付けることが重要です。
学校の小規模化には、教員の目が一人ひとりに行き届きやすいなどの良い面がありますが、

人間関係が固定しやすく、子ども同士の幅広い交流や多様な意見に触れる機会が少なくなるな
どの様々な課題も指摘されています。
一方、学校施設については、厳しい財政状況の中で、老朽化対策、安全確保及び機能充実等

を図るため、児童生徒数に合わせた施設の適正化など、効率的かつ効果的な維持管理が求めら
れています。さらに、動きの速い社会変化に合わせて教育内容や方法等の改善や進歩を図る必
要があり、時代にふさわしい教育環境の整備が求められています。

１ 学校適正化等検討の背景

概要版

今後約20年で約
20％の児童減少

今後約20年で約
18％の生徒減少



将来の寒川の子どもたちにとって、めざすべき望ましい教育環境づくりを行う。

２ 学校適正化等の基本的な考え方

義務教育における学校においては、児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、切磋琢磨す
ることを通じて一人ひとりの資質や能力を伸ばしていくという特質を踏まえ、一定の児童生徒
数が確保されていることが望ましいと考えられます。
小規模の学校には、きめ細かな指導が行いやすい、意見や感想を発表できる機会が多くなる

などといった良い面がある一方で、学習形態の多様さ、クラス替え、切磋琢磨する機会などが
制限されるなどの様々な課題があることから、一定の規模を必要とし、さらに教育機会均等の
視点からも、可能なかぎり学校規模を標準化する必要があります。
そこで、多様な教育活動を展開しやすい学校規模を「適正規模」と定めることとし、本町が

めざす学校規模について、次のとおり３つの視点から整理します。

３ 適正な学校規模

○ 児童生徒が幅広い人間関係の中での多様な経験を通して、互いの関係性の中で成長で
きる環境を整えるため、少なくともクラス替えができる学校規模が望ましい。
○ 授業はもちろん、学校行事や部活動等の様々な教育活動で得
られる達成感や社会性は人格形成にとって重要であることから、
児童生徒のニーズに応じた多様な教育活動を可能とする学校規
模が望ましい。
○ 義務教育後においては、様々な環境の下で新たな人間関係を
築いていくことになり、より多くの人と関わることが重要であ
るため、将来そうした環境に円滑に適応できるような学校規模
が望ましい。

○ 児童生徒の習熟度に応じたきめ細かな指導ができるように、教員同士が相互に十分な
意見交換ができるなど、指導方法の工夫や改善に組織的に取り組むことができる教員
数の配置が可能となる学校規模が望ましい。

○ 主に学級担任制を行う小学校については、同学年の学級間で、
教員同士が学習指導等について組織的に相談、研究、協力など
ができ、授業の質の確保ができるように、少なくとも各学年２
学級以上の学校規模が望ましい。

○ 教科担任制を行う中学校については、各教科に常勤の教員を
配置でき、かつ、授業時数の多い教科（国語・社会・数学・
理科・英語）に複数教員の配置が可能となる、少なくとも各
学年３学級以上の学校規模が望ましい。

○ 一定の教員数を確保し、校務を分担することで教員一人が担う
負担を軽減する教員が児童生徒と向き合う時間をできるかぎり確
保できる学校規模が望ましい。
○ 教員が出張や研修で学校を不在の場合でも、代わりの教員によ
る授業が組みやすいように、少なくとも各学年２学級以上の学校
規模が望ましい。



保護者・町民・教職員のみなさんのご意見は…
● 小学校については、幅広い人間関係づくりができることやクラス替えができることなど
を理由に、１学年あたりの学級数は「３学級から４学級」程度がよいとの回答が９割程度
を占める結果となりました。

● 中学校については、クラス替えができることなどを理由に、１学年あたりの学級数は
「３学級から４学級」程度がよいとの回答が約７割を占める結果となりました。

● 学校現場からは、各教員の校務を適切に分担でき、子どもたちと関わる時間が増えるよ
う、一定の学校規模による教員の人数を確保するべきとの意見が多く見られました。

● 全体としては、一定の規模が必要であるとの意見が多かった反面、学級規模（１学級の
人数）については、教員の目が行き届き、きめ細かな指導ができるなどの理由から少人数
が望ましいとの意見も寄せられました。

１学年あたりの学級数は、
どの程度がよいと考えますか。

寒川町立小・中学校適正化等検討委員会の意見は…
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学級数が少ないメリットは
●一人一人の学習状況や学習内容の
定着状況を的確に把握でき、補充
指導や個別指導を含めたきめ細か
な指導が行いやすい
●意見や感想を発表できる機会が多
くなる
●異年齢の学習活動を組みやすく、
体験的な学習や校外学習を機動的
に行うことができる
●児童生徒の家庭の状況、地域の教
育環境などが把握しやすいため、
保護者や地域と連携した効果的な
生徒指導ができる

学級数が少ないデメリットは
●クラス替えがしにくくなる
●児童生徒の人間関係や相互の評価
が固定化しやすい
●集団活動・行事や集団学習の実施
に制約が生じる
●多様な物の見方や考え方、表現の
仕方に触れることが難しい
●進学等の際に大きな集団への適応
に困難を来す可能性がある
●教職員一人当たりの校務負担や行
事に関わる負担が重く、校内研修
の時間が十分確保できない
●免許外指導の教科が生まれる可能
性がある

＊文部科学省「公立小学校・中学校の適正規模・
適正配置等に関する手引」より抜粋

＊「寒川町立学校のめざすべ
き望ましい教育環境に関する
アンケート報告書」より抜粋

● 2021年に策定された「寒川町公共施設再編計画」を踏まえて検討を行う。
● 子どもたちにとって望ましい教育環境という視点から検討を行う。
● 教職員の負担を軽減し、子ども一人ひとりに目が行き届くようにする。



「将来の寒川の子どもたちにとって、めざすべき望ましい教育環境づ
くりを行う」を基本的な考え方として、文部科学省「公立小学校・中
学校の適正規模・適正配置等に関する手引」を踏まえ、次のとおり本
町における学校規模の基準を定めます。

クラス替えが可能となる各学年２学級以上

クラス替えが可能であり、かつ、免許外指導を生じさせることなく、国
語・社会・数学・理科・英語に複数教員が配置できる各学年３学級以上

小学校

中学校

４ 学校の適正化等を進めるにあたっての留意事項

■学校の新たな
「かたち」づくり
適正化等の検討を契機

とした魅力ある学校づく
りにつなげていくという
視点から検討します。

■適正な配置バランス
可能なかぎり児童生徒

の負担面や安全面などに
配慮し、児童生徒の居住
分布に応じたバランスの
取れた学校配置を目指し
ます。

■通学時の安全等
通学時の安全確保や、

通学に伴う児童生徒の体
力的・精神的な負担を念
頭に、通学距離及び通学
手段を考慮した学校配置
を進めます。■校舎の安全等

児童生徒の生活の場で
もある校舎の安全を第一
に、老朽化対策などの整
備が必要な学校を優先し
て検討します。

■児童生徒への配慮
学習・生活環境等の変
化に伴う児童生徒の不安
等を可能なかぎり軽減す
るとともに、新たな学校
生活に円滑に移行できる
よう配慮します。

■地域への配慮
学校が地域において重
要な役割を有しているこ
とを考慮して検討すると
ともに、地域住民と十分
に意見交換し丁寧に進め
ます。



学校適正化等の検討においては、学校適正化後の将来ビジョンの共
有が重要であり、適正化等の検討を契機とした魅力ある学校づくりに
向けて、新しい時代への対応という視点から、今後さらに求められる
であろう取組への考え方について、次のとおり構造図として整理しま
した。学校の新たな「かたち」づくりとして、「コミュニティ・ス
クール」「小中一貫教育」「少人数教育」といった、３つの取組につ
いて検討します。



学校の新たな「かたち」づくり

➀ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
コミュニティ・スクールは、保護者や地域住民が学校運営に参画すること
を通じて、教職員と地域の人々が目標や課題を共有し、学校の教育方針や教
育活動に地域のニーズを的確かつ機動的に反映させることを可能とするもの
であり、地域ならではの創意工夫を生かした特色ある学校づくりにつながる
ものです。
この仕組みの活用は、統合校を核として、旧通学地域の保護者や住民の間
に新たな絆を作り、一体となって新しい学校を支える体制を構築したり、新
たな地域づくりの推進につながったりする契機となり得ると考えます。

➁ 小中一貫教育
小中一貫教育は、小・中学校間の環境変化によって不登校の増加などの課
題が生じる、いわゆる「中１ギャップ」の解消や、義務教育９年間を通した、
切れ目ない教育課程によって、より系統的な学習ができるよう、小・中学校
がめざす子ども像を共有し、義務教育９年間を一貫した教育課程を編成する
ことです。
また、小中一貫教育には、次のとおり様々な種類

や施設形態があります。

➂ 少人数教育
国は、一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな指導を可能とする指
導体制と安全・安心な教育環境を整備するために公立の小学校の学級編制の
標準を段階的に35人に引き下げることとしました。また、本町の保護者・
町民・教職員へのアンケートを通じて、全ての属性において、「教員の目
が一人ひとりの児童生徒に行き届く」ことが望まれています。
公立中学校の学級編制の標準は40人のままであることから、少なくとも
小学校同様の教育環境について検討をすることが必要であると言えます。

施設隣接型
隣接した形で校舎を設置している。

【小中一貫教育校の施設形態】



適切な配置バランス及び通学時の安全等について
● 本町においては、既存の小・中学校について、国基準よりも通学しやすい条件（通学距
離）にしても、なお重複部分が生じる大変恵まれた状況にあります。

● まず、「寒川町がめざす学校規模」を目安とし、学校適正化により、児童生徒の居住分
布に応じたバランスの取れた学校配置を目指します。

● 学校の配置にあたっては、児童生徒の通学条件を考慮することが必要です。学校適正化
を行うことは、児童生徒の通学距離の延長に伴い教育条件を不利にする可能性もあるため、
学校の位置等の決定にあたっては、可能なかぎり児童生徒の負担面や安全面などに配慮し、
地域の実態を踏まえた適切な通学条件が確保されるよう努めることが大切です。

小学校から半径２㎞の円及び中学校から半径３㎞の円
＊「寒川町公共施設再編計画」より抜粋

【小学校（５校）】 【中学校（３校）】

本町では、その交通事情等の状況を踏まえると、安全上、自転車通学は困
難であることから、徒歩による通学を原則とします。
また、徒歩での通学を前提とした上で、児童生徒の体力、生活に対する影

響などを考慮した結果、望ましい通学距離は、国が示している基準の半分で
ある、小学校では片道おおむね２ｋｍ以内、中学校では片道おおむね３ｋｍ
以内と考え、この目安に基づく通学距離の実現を目指します。

【参考 国の通学距離の考え方】
義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令第４条（適正な
学校規模の条件）では、「通学距離が、小学校にあってはおおむね４キロメー
トル以内、中学校及び義務教育学校にあってはおおむね６キロメートル以内で
あること。」として定めています。



お寄せいただいたご意見は、「寒川町立小・中学校適正化等基本方針」の策定において参考に
させていただくとともに、町の考え方と併せてホームページ上で公表いたします。
個別の回答は致しかねますのでご了承ください。

また、ご意見の提出に際して取得したメールアドレス等の個人情報は、「寒川町個人情報保護
条例」に従い適正に管理いたします。

(提出方法) 閲覧場所で配付する所定の用紙か任意の用紙に記入のうえ、
次の方法で提出ください。
①郵 送：下記宛先まで郵送ください
②ＦＡＸ：0467-75-9907
③メール：kyouiku＠town.samukawa.kanagawa.jp 
④担当課へ持参 ▶二次元コードはこちら

(受付時間) 土日祝日を除き、8時30分～17時15分まで
(宛 先) 寒川町教育委員会 教育政策課 教育政策担当
(記入事項) ご意見・住所・氏名（団体等の場合は所在地）・連絡先

※住所が町外の方は、勤務先又は通学先も記入してください。
(募集期間) 令和４年３月２１日(月)～４月２０日(水)

寒川町教育委員会 教育政策課 教育政策担当

住 所 〒253-0196
寒川町宮山165番地

電 話 0467-74-1111（内線512）

ＦＡＸ 0467-75-9907

ご意見の提出方法について

いただいたご意見について

お問合せ先


